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４
月
７
日
の
臨
時
議
会
に
お
い

て
、
議
長
に
就
任
い
た
し
ま
し
た

の
で
、
町
民
の
皆
様
に
ご
挨
拶
を

申
し
上
げ
ま
す
。

　

本
町
が
合
併
し
て
10
年
目
を
迎

え
議
会
も
３
回
目
の
選
挙
で
あ
り

ま
し
た
。

　

地
方
に
お
い
て
は
、
厳
し
い
財

政
状
況
に
加
え
、
人
口
減
少
、
少

子
・
高
齢
化
が
進
む
中
、
国
に
お

い
て
は
、
道
州
制
導
入
に
向
け
た

議
論
も
お
こ
な
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

議
会
は
、
民
意
を
反
映
し
つ
つ

新
た
な
地
方
自
治
の
振
興
・
発
展

に
向
け
行
政
、
住
民
と
と
も
に
鋭

意
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

議
長
と
し
て
町
民
の
更
な
る
飛

躍
を
目
指
し
、
私
心
を
捨
て
去

り
、
天
地
自
然
に
従
い
生
き
る
と

い
う
夏
目
漱
石
が
晩
年
好
ん
だ

「
則
天
去
私
」
を
モ
ッ
ト
ー
に
最

善
を
尽
く
す
所
存
で
あ
り
ま
す
。

　

今
後
と
も
、
ご
支
援
と
ご
協
力

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

水
みずぐち

口　宣
のりゆき

之 寺
てらもと

本　修
しゅういち

一

①
３
回

②
大
岩

③
文
教
厚
生

　

議
会
運
営

①
３
回

②
田
浦 議

長

副
議
長

議
長
就
任

あ
い
さ
つ

初議会議　長に寺本修一氏
副議長に水口宣之氏
委員会構成と監査委員も決まる！

　

４
月
７
日
に
臨
時
議
会
（
選

挙
後
の
初
議
会
）
を
開
催
し
、

議
長
に
寺
本
修
一
氏
、
副
議

長
に
水
口
宣
之
氏
を
選
出
す

る
と
と
も
に
、
各
常
任
委
員
、

議
会
運
営
委
員
、
議
会
広
報

特
別
委
員
及
び
監
査
委
員
を

選
任
し
た
。

　

ま
た
、
芦
北
町
税
条
例
等

及
び
芦
北
町
国
民
健
康
保
険

税
条
例
の
一
部
改
正
並
び
に

芦
北
町
御
立
岬
公
園
と
計
石

港
観
光
休
憩
所
の
指
定
管
理

者
の
変
更
に
つ
い
て
の
専
決

処
分
を
承
認
し
た
。

委
員
会
構
成

議会運営委員会 総務常任委員会 建設経済常任委員会 文教厚生常任委員会

委員長 宮尾　秀行 草野　安道 元山　秀志 前田　徹一

副委員長 草野　安道 寺本　順一 川尻　成美 岡部惠美子

委　員 水口　宣之 藤井　公明 平松　洋一 水口　宣之

委　員 藤井　公明 白坂　康浩 宮尾　秀行 古村　逸男

委　員 元山　秀志 荒川　知章 宮内　道則 坂本　　登

委　員 前田　徹一

臨時議長を務める岡部議員
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藤
ふいじ

井　公
ひろあき

明

元
もとやま

山　秀
しゅうじ

志

古
こむら

村　逸
いつお

男

荒
あらかわ

川　知
ともあき

章

川
かわしり

尻　成
なるみ

美

前
まえだ

田　徹
てついち

一

寺
てらもと

本　順
じゅんいち

一

岡
おかべ

部　惠
え　み　こ

美子

宮
みやお

尾　秀
ひでゆき

行

白
しらさか

坂　康
やすひろ

浩

坂
さかもと

本　　登
のぼる

平
ひらまつ

松　洋
よういち

一

草
くさの

野　安
やすみち

道

宮
みやうち

内　道
みちのり

則

①３回　②花岡
③総務、議会運営

①３回　②小田浦
③建設経済委員長
　議会運営

①３回　②芦北
③文教厚生
　監査委員

①１回　②米田
③総務、広報特別

①３回　②女島
③建設経済副委員長

①３回　②米田
③文教厚生委員長
　議会運営、広報特別

①３回　②田浦町
③総務副委員長

①３回　②湯浦
③文教厚生副委員長

①３回　②田浦
③議会運営委員長
　建設経済、広報特別

①３回　②花岡
③総務、広報特別

①２回　②花岡
③文教厚生

①３回　②小田浦
③広報特別副委員長
　建設経済

①３回　②大野
③総務委員長
　議会運営副委員長

①３回　②白岩
③広報特別委員長
　建設経済

議員を紹介します
①当選回数　	 ②地区名

③所属委員会
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◎
社
会
情
勢
と
芦
北
町
の

状
況

　

本
町
で
は
、
来
年
１
月

１
日
に
合
併
10
周
年
を
迎

え
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

合
併
以
後
の
施
策
を
振
り

返
り
な
が
ら
、
新
た
な

「
芦
北
町
総
合
計
画
」
を

策
定
し
、
さ
ら
な
る
町
民

生
活
の
質
の
向
上
を
図
る

た
め
、
行
政
改
革
の
継

続
と
中
長
期
的
な
視
点
に

立
っ
た
健
全
財
政
、
効
率

的
、
重
点
的
な
事
業
展
開

に
努
め
る
年
と
な
り
ま

す
。

◎
予
算
大
綱
に
つ
い
て

　

平
成
26
年
度
予
算
編
成
に

お
き
ま
し
て
は
、
総
合
計

画
の
基
本
理
念
で
あ
る
「
個

性
の
光
る
活
力
あ
る
ま
ち

づ
く
り
」
を
実
現
す
る
た

め
、
「
み
ん
な
が
、
安
全
で

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
環
境
づ

く
り
」
を
柱
と
し
て
、
行
政

　

３
月
定
例
会
は
、
３
月
３
日
に
招
集
さ
れ
、
14
日
ま
で
の
12
日
間

の
会
期
で
開
催
し
た
。

　

上
程
さ
れ
た
議
案
は
、
平
成
26
年
度
当
初
予
算
を
は
じ
め
、
平
成

25
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
及
び
特
別
会
計
補
正
予
算
並
び
に
芦

北
町
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
暇
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
な
ど

35
議
案
で
、
平
成
26
年
度
一
般
会
計
予
算
に
つ
い
て
は
、
起
立
に
よ

る
採
決
の
結
果
、
賛
成
多
数
で
原
案
の
と
お
り
可
決
し
、
他
の
議
案

は
、
全
会
一
致
で
可
決
し
た
。

　

一
般
質
問
に
は
２
議
員
が
登
壇
し
、
町
執
行
部
の
考
え
を
問
い
た

だ
し
た
。

コ
ス
ト
の
削
減
及
び
効
率
化
や

国
・
県
の
補
助
事
業
等
を
活
用

し
、
持
続
可
能
な
財
政
運
営
を

基
本
に
重
点
的
か
つ
効
果
的
財

源
を
投
入
す
る
な
ど
、
積
極
的

な
事
業
展
開
を
図
る
事
と
致
し

ま
し
た
。
一
般
会
計
予
算
総
額

は
、
99
億
３
，７
０
０
万
円
と

な
り
前
年
度
当
初
予
算
に
比
べ

３
，９
０
０
万
円
、
0.4
％
の
伸

び
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

◎
主
要
な
施
策
に
つ
い
て

　

平
成
26
年
度
当
初
予
算
案
に

盛
り
込
み
ま
し
た
主
要
な
施
策

に
つ
い
て
、
総
合
的
に
定
め
ま

し
た
６
つ
の
柱
ご
と
に
概
要
を

申
し
上
げ
ま
す
。

①
魅
力
的
な
地
域
づ
く
り

　

｢

地
域
づ
く
り｣

②
人
に
や
さ
し
い
快
適
な
ま
ち

づ
く
り

　

｢

生
活
・
福
祉｣

③
生
き
が
い
あ
る
働
き
場
づ
く

り

　

｢
経
済
・
産
業｣

④
豊
か
な
心
の
人
づ
く
り

　

｢

教
育･

文
化･

国
際
交
流｣

⑤
生
活
を
支
え
る
基
盤
づ

く
り

　

｢

基
盤
整
備｣

⑥
効
率
的
な
行
政
組
織
づ

く
り

　

｢

行
政
組
織｣

で
あ
り
ま
す
。

◎
結　

び

　

平
成
26
年
度
の
予
算
大

綱
を
ご
説
明
申
し
上
げ
ま

し
た
が
、
国
内
外
と
も
に

厳
し
く
な
る
社
会
情
勢
の

中
、
さ
ら
な
る
町
民
の
融

和
と
芦
北
町
の
発
展
を
念

頭
に
、
子
ど
も
か
ら
高
齢

者
ま
で
「
安
全
で
安
心
な

暮
ら
し
」
を
提
供
で
き
る

よ
う
、
質
の
高
い
行
政

サ
ー
ビ
ス
に
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
。

３月定例議会

町
長
の
施
政
方
針
と
予
算
大
綱（
要
約
）
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妊
婦
の
健
診
委
託
料
の
補
正
は
、

何
人
分
か
。

住
民
生
活
課
長

　

13
人
の
増
を
見
込
ん
で
い
る
。

港
湾
費
の
中
で
、
３
月
の
こ
の
時

期
、
負
担
金
の
補
正
が
出
さ
れ
る

と
い
う
の
は
ど
う
い
う
意
味
か
。

建
設
課
長

　

県
の
負
担
金
に
つ
い
て
は
、
当
初
予
算

に
対
し
、
事
業
費
が
大
き
く
増
減
す
る
こ

と
が
あ
る
た
め
、
例
年
事
業
費
の
確
定
す

る
年
度
末
に
精
算
し
、
３
月
議
会
に
補
正

で
お
願
い
し
て
い
る
。

国
の
が
ん
ば
る
交
付
金
と
は
、
ど

う
い
う
交
付
金
で
あ
る
の
か
。

企
画
財
政
課
長

　

景
気
の
回
復
が
波
及
し
て
い
な
い
、
財

政
力
の
弱
い
市
町
村
に
地
域
活
性
化
事
業

に
向
け
創
設
さ
れ
た
交
付
金
で
あ
る
。

南
九
州
西
回
り
自
動
車
道
渇
水
等

被
害
対
策
積
立
金
と
い
う
の
が
あ

る
が
、
こ
の
被
害
地
域
は
ど
こ
か
。

企
画
財
政
課
長

　

芦
北
の
伏
木
氏
地
区
と
、
田
浦
の
河
原

地
区
で
あ
る
。

主
な
質
疑

質質質質 答答答答

平成26年度 当初予算を可決

166億5,408万円
会計名 26年度予算額 増減額

一 般 会 計 ９９億３,７００万円 0.4％

特　

別　

会　

計

国 民 健 康 保 険 事 業 ３５億７,０５０万円 3.2％
介 護 保 険 事 業 ２０億８,２７０万円 △0.2％
簡 易 水 道 事 業 ７,３２０万円 △2.4％
農業集落排水処理事業 ２億３,５１０万円 7.9％
生 活 排 水 処 理 事 業 ５,６００万円 △0.5％
町 有 温 泉 事 業 ９,６７０万円 △20.3％
奨 学 資 金 貸 付 事 業 ３,１７０万円 3.3％
後期高齢者医療事業 ２億６,５８０万円 0.9％

公営企業会計(水道事業) ３億　 ５３８万円 24.1％
合 計 １６６億５,４０８万円 1.2％

一
般
会
計
の
予
算
規
模
は

前
年
対
比
0.4
％
増

会　　計　　名 補正額(増減) 予算総額

一　般　会　計 ３億４,２９７万円 １０４億８,３１１万円

特別会計
介 護 保 険 事 業 ２４万円 ２０億９,４６１万円

後期高齢者医療事業 １億３,２２３万円 ２億　 ７２３万円

(金額は万円単位で表示)

平成25年度
3月補正予算
(一般会計) 3億4,297万円を追加

(金額は万円単位で表示)
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総
務
常
任
委
員
長
報
告

　

新
た
な
芦
北
町
総
合
計
画
の
策

定
や
芦
北
町
紹
介
Ｄ
Ｖ
Ｄ
の
改
訂

が
計
画
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

農
林
業
セ
ン
サ
ス
等
の
基
幹
統
計

調
査
実
施
に
よ
り
、
対
前
年
度
比

４
，６
５
９
万
５
千
円
増
の
13
億

６
，
６
６
８
万
９
千
円
と
な
っ
て

お
り
ま
す
。

　

主
な
質
疑
と
し
て
、
臨
時
財
政

対
策
債
は
、
国
が
確
実
に
交
付
税

措
置
で
き
る
の
か
、
い
つ
措
置
さ

れ
る
の
か
、
そ
の
償
還
計
画
は
と

の
質
疑
に
対
し
、
現
行
制
度
で
は

１
０
０
％
交
付
税
措
置
さ
れ
る
も

の
で
、
元
利
償
還
時
に
交
付
税
措

置
さ
れ
て
お
り
、
償
還
計
画
に
基

づ
い
て
償
還
し
て
い
る
と
の
答
弁

が
あ
り
ま
し
た
。

　

芦
北
町
総
合
計
画
の
業
務
委
託

先
と
、
ど
の
よ
う
な
順
で
策
定
が

な
さ
れ
、
い
つ
配
布
さ
れ
る
の
か

な
ど
の
質
疑
に
対
し
、
委
託
先
・

委
託
内
容
は
未
定
だ
が
、
平
成
26

年
12
月
ま
で
に
策
定
す
る
予
定
で

あ
る
と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

　

平
成
27
年
１
月
に
合
併
10
周
年

を
迎
え
る
こ
と
か
ら
、
更
な
る
町

民
の
融
和
と
芦
北
町
の
発
展
を
目

的
と
し
、
合
併
10
周
年
記
念
式
典

及
び
各
種
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
が
計

画
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
広

域
消
防
本
部
消
防
救
急
デ
ジ
タ
ル

無
線
整
備
完
了
に
伴
う
負
担
金
の

減
等
に
よ
り
、
対
前
年
度
比
２
億

２
，３
０
８
万
２
千
円
減
の
12
億

４
，
９
７
７
万
３
千
円
と
な
っ
て

お
り
ま
す
。

　

主
な
質
疑
と
し
て
、
合
併
10
周

年
記
念
事
業
の
内
容
は
と
の
質
疑

に
対
し
、
平
成
27
年
１
月
に
式
典

を
考
え
て
い
る
。
地
域
活
動
の
功

労
者
等
表
彰
、
午
後
に
は
記
念
イ

ベ
ン
ト
で
新
春
寄
席
等
を
検
討
し

て
い
き
た
い
。
ま
た
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の

ど
自
慢
に
つ
い
て
は
日
程
調
整
等

を
進
め
て
い
る
と
の
答
弁
が
あ
り

ま
し
た
。

　

町
交
際
費
で
は
、
特
産
品
の
効

果
は
な
い
と
思
う
の
で
、
宣
伝

は
、
商
工
観
光
課
で
イ
ベ
ン
ト
等

を
行
っ
て
は
ど
う
か
と
の
質
疑
に

対
し
、
特
産
品
は
町
の
Ｐ
Ｒ
効
果

の
み
で
な
く
、
町
の
産
業
振
興
に

も
つ
な
が
っ
て
い
る
。
商
工
観
光

課
に
お
い
て
は
各
種
イ
ベ
ン
ト
時

に
Ｐ
Ｒ
を
行
っ
て
い
る
と
の
答
弁

が
あ
り
ま
し
た
。

　

質
疑
終
了
後
、
町
交
際
費
に
つ

い
て
、
特
産
品
が
約
半
分
を
占
め

て
い
る
こ
と
や
、
月
ご
と
の
詳
細

が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
な
い
と
い

う
反
対
討
論
に
対
し
、
町
交
際
費

は
町
の
事
業
推
進
費
で
あ
り
、
特

産
品
は
産
業
振
興
や
町
の
Ｐ
Ｒ
に

大
き
く
貢
献
し
て
い
る
と
い
う
賛

成
討
論
が
あ
り
、
起
立
に
よ
る
採

決
の
結
果
、
賛
成
多
数
で
原
案
の

と
お
り
可
決
す
る
こ
と
に
決
し
ま

し
た
。

　

議
会
だ
よ
り
の
カ
ラ
ー
印
刷

や
、
老
朽
化
し
た
フ
ァ
ッ
ク
ス
の

買
い
替
え
等
に
よ
り
、
対
前
年
度

比
１
９
１
万
５
千
円
増
の
１
億

２
，
５
５
６
万
２
千
円
と
な
っ
て

お
り
ま
す
。

　

主
な
質
疑
と
し
て
、
議
会
交
際

費
に
つ
い
て
、
年
４
回
の
議
会
だ

よ
り
に
載
せ
て
は
ど
う
か
、
ま
た
、

そ
の
詳
細
を
公
表
し
て
欲
し
い
が

ど
う
か
と
の
質
疑
に
対
し
、
要
綱

に
基
づ
き
年
１
回
議
会
だ
よ
り
と

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
る

と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

　

対
前
年
度
比
１
９
４
万
９
千

円
減
の
１
，
２
１
４
万
８
千
円
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

主
な
質
疑
と
し
て
、
職
員
５
人

体
制
で
業
務
を
行
っ
て
い
る
が
、

住
民
サ
ー
ビ
ス
に
支
障
は
な
い
か

と
の
質
疑
に
対
し
、
み
ん
な
で
事

務
分
担
し
な
が
ら
協
力
し
合
い
事

務
処
理
を
行
っ
て
い
る
と
の
答
弁

が
あ
り
ま
し
た
。

　

新
規
事
業
と
し
て
不
動
産
差
押

物
件
の
公
売
に
向
け
た
不
動
産

鑑
定
評
価
業
務
委
託
料
が
計
上
さ

れ
て
お
り
ま
す
が
、
土
地
家
屋
悉し

っ

皆か
い

調
査
業
務
委
託
料
の
減
等
に
よ

り
、
対
前
年
度
比
１
，２
２
５
万

円
減
の
４
，５
８
４
万
５
千
円
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

地
籍
調
査
事
業
は
、
旧
芦
北
町

全
地
区
の
測
量
工
程
業
務
が
終
了

し
、
平
成
26
年
度
に
国
・
県
の
認

証
を
経
て
、
そ
の
地
籍
成
果
を
法

務
局
へ
送
付
し
完
了
と
な
り
、
平

成
27
年
度
か
ら
の
固
定
資
産
税
の

新
地
積
に
よ
る
課
税
の
準
備
が
行

わ
れ
ま
す
。

　

主
な
質
疑
と
し
て
、
町
民
税
の

均
等
割
が
３
千
円
か
ら
３
千
５
０

０
円
に
上
が
っ
た
が
、
税
収
は
減

と
な
っ
て
い
る
理
由
は
と
の
質
疑

に
対
し
、
均
等
割
り
で
は
５
０
０

円
加
算
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
増
と

な
る
が
、
所
得
割
で
減
と
な
る
た

め
と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。　

　

以
上
、
当
委
員
会
に
付
託
さ
れ

ま
し
た
議
案
第
４
号
「
平
成
26

年
度
芦
北
町
一
般
会
計
予
算
」
に

つ
き
ま
し
て
は
、
総
務
課
所
管
を

除
き
、
全
会
一
致
で
原
案
の
と
お

り
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
し
ま
し

た
。

−抜粋−

ＤＶＤによる町紹介

議
案
第
４
号
「
平
成
26
年
度

芦
北
町
一
般
会
計
予
算
」

【
企
画
財
政
課
】

【
総
務
課
】

【
議
会
事
務
局
】

【
田
浦
基
幹
支
所
】

【
税
務
課
】
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建
設
経
済
常
任
委
員
長
報
告

　

町
道
射
場
芦
北
線
改
良
事
業
や

町
道
宮
浦
線
改
良
事
業
な
ど
の
主

要
事
業
に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
、

予
算
計
上
額
は
、
６
億
４
，０
７

４
万
５
千
円
で
、
前
年
度
比
７
，

８
２
２
万
３
千
円
の
減
と
な
り
、

主
な
理
由
は
南
九
州
西
回
り
自
動

車
道
渇
水
等
被
害
対
策
に
伴
う
、

事
業
費
等
の
減
で
す
。

　

委
員
か
ら
、
交
通
安
全
施
設
設

置
工
事
内
容
の
質
疑
が
あ
り
、
町

道
川
嶽
線
外
７
路
線
に
お
い
て

ガ
ー
ド
レ
ー
ル
や
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー

設
置
等
を
実
施
す
る
計
画
で
あ
る

と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

　

新
規
農
業
参
入
者
等
の
た
め
の

空
き
家
調
査
、
多
目
的
セ
ン
タ
ー

改
修
工
事
及
び
田
浦
漁
港
堤
防
修

繕
工
事
な
ど
の
新
規
事
業
並
び
に

各
振
興
事
業
に
つ
い
て
説
明
が
あ

り
、
予
算
計
上
額
は
、
７
億
１
，

９
３
１
万
６
千
円
で
、
前
年
度
比

２
億
２
，３
９
４
万
４
千
円
の
増

と
な
り
、
主
な
理
由
は
新
規
事
業

分
等
の
増
で
す
。

　

委
員
か
ら
、
空
き
家
調
査
内
容

の
質
疑
が
あ
り
、
事
業
主
体
は
芦

北
町
担
い
手
育
成
総
合
支
援
協
議

会
と
し
、
町
内
の
不
動
産
業
者
に

仲
介
を
頼
む
。
貸
付
の
諸
条
件
を

調
査
し
、
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

公
表
し
た
い
。
な
お
、
調
査
は
５

年
計
画
で
行
い
、
平
成
26
年
度
は

湯
浦
地
区
を
実
施
す
る
と
の
答
弁

が
あ
り
ま
し
た
。

　

耕
作
放
棄
地
調
査
や
、
農
地
利

用
の
効
率
化
を
促
進
す
る
と
の
説

明
が
あ
り
、
予
算
計
上
額
は
、
９

２
５
万
９
千
円
で
、
前
年
度
比
２

万
円
の
減
で
す
。

　

委
員
か
ら
、
耕
作
放
棄
地
の
質

疑
が
あ
り
、
平
成
21
年
の
全
筆
調

査
で
７
５
０
ha
あ
っ
た
が
、
そ
の

後
60 

ha
が
解
消
さ
れ
て
い
る
と
の

答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

　

簡
易
水
道
事
業
等
へ
の
繰
出
金

な
ど
予
算
計
上
額
は
、
２
億
２
，

４
８
５
万
７
千
円
で
、
前
年
度
比

１
２
１
万
３
千
円
の
増
で
す
。

　

委
員
か
ら
、
浄
化
槽
設
置
整
備

事
業
補
助
金
の
県
補
助
金
交
付

要
項
見
直
し
に
つ
い
て
質
疑
が
あ

り
、
汲
取
り
式
及
び
単
独
浄
化
槽

か
ら
新
た
に
合
併
浄
化
槽
へ
転
換

す
る
場
合
に
補
助
金
が
交
付
さ
れ

る
。
な
お
、
新
築
の
場
合
、
国
費

及
び
町
費
分
の
補
助
金
は
継
続
さ

れ
、
県
費
分
の
み
補
助
対
象
外
に

な
る
予
定
と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し

た
。

−抜粋−

田浦漁港堤防

議
案
第
４
号
「
平
成
26
年
度

芦
北
町
一
般
会
計
予
算
」

【
建
設
課
】

【
農
林
水
産
課
】

【
農
業
委
員
会
事
務
局
】

【
上
下
水
道
課
】

　

計
石
小
学
校
跡
地
活
用
基
本
設

計
業
務
委
託
な
ど
の
新
規
事
業
及

び
商
工
業
振
興
補
助
金
の
う
ち
プ

レ
ミ
ア
ム
付
地
域
商
品
券
を
１
，

０
０
０
万
円
か
ら
１
，
３
０
０
万

円
に
増
額
す
る
こ
と
な
ど
の
説
明

が
あ
り
、
予
算
計
上
額
は
、
４
億

３
，
２
２
５
万
７
千
円
で
、
前
年

度
比
１
億
３
，８
２
３
万
５
千
円

の
減
と
な
り
、
主
な
理
由
は
湯
浦

温
泉
セ
ン
タ
ー
改
築
工
事
費
等
の

減
で
す
。

　

委
員
か
ら
、
計
石
小
学
校
跡
地

活
用
基
本
設
計
業
務
委
託
内
容
の

質
疑
が
あ
り
、
う
た
せ
船
と
関
連

さ
せ
観
光
休
憩
所
や
学
習
施
設
、

調
理
体
験
施
設
な
ど
を
考
え
て
い

る
と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

　

以
上
、
質
疑
終
了
後
は
討
論
も

な
く
、
議
案
第
４
号
は
全
会
一
致

で
原
案
の
と
お
り
可
決
す
べ
き
も

の
と
決
し
ま
し
た
。

　

水
道
事
業
と
簡
易
水
道
事
業
の

統
合
を
計
画
的
に
図
る
た
め
、
簡

易
水
道
施
設
資
産
調
査
業
務
委
託

な
ど
を
行
う
と
の
説
明
が
あ
り
、

予
算
計
上
額
は
、
７
，３
２
０
万

円
で
、
前
年
度
比
１
８
０
万
円
の

減
で
す
。

　

委
員
か
ら
、
事
業
の
統
合
に
つ

い
て
質
疑
が
あ
り
、
平
成
28
年
度

か
ら
の
予
定
と
の
答
弁
が
あ
り
ま

し
た
。

　

以
上
、
質
疑
終
了
後
は
討
論
も

な
く
、
議
案
第
７
号
は
全
会
一
致

で
原
案
の
と
お
り
可
決
す
べ
き
も

の
と
決
し
ま
し
た
。

　

伏
木
氏
地
区
農
業
集
落
排
水
施

設
の
改
修
な
ど
を
行
う
と
の
説
明

が
あ
り
、
予
算
計
上
額
は
、
２
億

３
，
５
１
０
万
円
で
、
前
年
度
比

１
，７
２
０
万
円
の
増
で
す
。

　

委
員
か
ら
、
修
繕
内
容
の
質
疑

が
あ
り
、
芦
北
地
区
は
排
気
フ
ァ

ン
の
取
替
え
と
公
共
桝
の
修
繕
。

米
田
地
区
は
計
装
盤
部
品
の
取
替

え
と
公
共
桝
の
修
繕
。
花
岡
東
地

区
は
脱
臭
炭
の
取
替
え
と
汚
泥
供

浄化槽設置整備事業

議
案
第
７
号
「
平
成
26
年
度
芦
北

町
簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計
予
算
」

【
商
工
観
光
課
】

議
案
第
８
号
「
平
成
26
年
度
芦
北
町

農
業
集
落
排
水
事
業
特
別
会
計
予
算
」
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給
ポ
ン
プ
の
取
替
え
と
の
答
弁
が

あ
り
ま
し
た
。

　

以
上
、
質
疑
終
了
後
は
討
論
も

な
く
、
議
案
第
８
号
は
全
会
一
致

で
原
案
の
と
お
り
可
決
す
べ
き
も

の
と
決
し
ま
し
た
。

　

市
町
村
設
置
型
浄
化
槽
７
３
５

基
の
維
持
管
理
が
主
で
あ
る
と
の

説
明
が
あ
り
、
予
算
計
上
額
は
、

５
，６
０
０
万
円
で
、
前
年
度
比

30
万
円
の
減
と
な
っ
て
お
り
、
議

案
第
９
号
は
、
質
疑
・
討
論
も
な

く
、
全
会
一
致
で
原
案
の
と
お
り

可
決
す
べ
き
も
の
と
決
し
ま
し

た
。

　

住
民
に
親
し
ま
れ
る
運
営
に
努

め
る
と
の
説
明
が
あ
り
、
予
算
計

上
額
は
、
９
，
６
７
０
万
円
で
、

対
前
年
度
比
２
，４
６
０
万
円
の

減
で
す
。

　

委
員
か
ら
、
大
野
温
泉
セ
ン

タ
ー
の
利
用
料
金
制
に
つ
い
て
質

疑
が
あ
り
、
平
成
24
年
度
か
ら
３

年
間
、
Ｊ
Ａ
あ
し
き
た
と
使
用
料

金
制
に
よ
る
管
理
運
営
協
定
を
締

結
し
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
は
Ｊ
Ａ

が
経
費
を
か
け
て
利
便
性
向
上
を

図
り
業
績
を
伸
ば
し
て
も
、
使
用

料
金
は
町
の
歳
入
と
な
っ
て
い

る
。
こ
の
た
め
、
Ｊ
Ａ
か
ら
経
営

努
力
が
収
益
に
反
映
さ
れ
る
協
定

内
容
に
変
更
し
て
も
ら
い
た
い
旨

の
要
望
が
あ
り
、
利
用
料
金
制
へ

移
行
し
た
予
算
で
あ
る
と
の
答
弁

が
あ
り
ま
し
た
。

　

以
上
、
質
疑
終
了
後
は
討
論
も

な
く
、
議
案
第
10
号
は
全
会
一
致

で
原
案
の
と
お
り
可
決
す
べ
き
も

の
と
決
し
ま
し
た
。

　

老
朽
化
し
た
送
水
ポ
ン
プ
の
更

新
な
ど
を
行
う
と
の
説
明
が
あ

り
、
収
益
的
収
支
予
算
と
資
本
的

収
支
予
算
の
合
計
が
３
億
５
３
７

万
７
千
円
で
、
花
岡
浄
水
場
送
水

ポ
ン
プ
更
新
事
業
費
等
の
増
に
よ

り
、
前
年
度
比
５
，９
２
７
万
７

千
円
の
増
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

委
員
か
ら
、
１
，１
３
５
万
４

千
円
の
未
収
金
に
つ
い
て
質
疑
が

あ
り
、
水
道
使
用
料
の
滞
納
分
２

５
１
万
３
千
円
と
平
成
25
年
度
事

業
に
係
る
消
費
税
の
還
付
金
８
８

４
万
１
千
円
が
含
ま
れ
て
い
る
と

の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

　

以
上
、
質
疑
終
了
後
は
討
論
も

な
く
、
議
案
第
13
号
は
全
会
一
致

で
原
案
の
と
お
り
可
決
す
べ
き
も

の
と
決
し
ま
し
た
。

文
教
厚
生
常
任
委
員
長
報
告

　

予
算
計
上
額
は
５
億
８
，２
８

６
万
７
千
円
で
前
年
度
に
対
し
、

１
億
４
，
４
０
５
万
円
の
増
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。
増
額
の
主
な

理
由
に
つ
い
て
は
、
小
中
学
校
の

一
般
教
室
に
エ
ア
コ
ン
を
設
置
す

る
事
業
分
が
増
額
と
な
っ
て
お
り

ま
す
。

　

本
年
度
の
重
点
事
業
と
し
て
、

学
習
環
境
の
整
備
で
は
、
小
中
学

校
の
一
般
教
室
へ
の
エ
ア
コ
ン
設

置
事
業
が
計
画
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

学
力
向
上
に
お
い
て
は
、
Ｉ
Ｃ

Ｔ
機
器
を
さ
ら
に
有
効
に
利
活
用

す
る
た
め
、
液
晶
テ
レ
ビ
型
デ
ジ

タ
ル
黒
板
の
購
入
経
費
が
計
上
さ

れ
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
安
全
安
心
な
教
育
施
設

の
維
持
管
理
の
た
め
、
大
野
小
、

内
野
小
、
芦
北
幼
稚
園
に
防
犯
カ

メ
ラ
設
置
の
予
算
が
計
上
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

主
な
質
疑
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

エ
ア
コ
ン
設
置
に
お
い
て
１
教

室
に
２
台
な
い
し
１
台
と
な
っ
て

い
る
が
と
い
う
質
疑
に
対
し
、
場

所
と
機
器
の
能
力
に
よ
り
配
置
台

数
を
決
め
て
い
る
と
の
答
弁
が

あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
通
学
補
助

費
の
１
７
９
万
８
千
円
は
、
ど
こ

の
分
に
な
る
の
か
と
の
質
疑
に
対

し
、
田
浦
中
の
海
浦
、
井
牟
田
地

区
の
20
名
分
と
の
答
弁
が
あ
り
ま

し
た
。

　

前
年
度
に
対
し
、
１
億
６
７
５

万
４
千
円
増
の
17
億
６
，６
８
５

万
２
千
円
が
計
上
さ
れ
て
お
り
ま

す
。

　

増
額
の
主
な
要
因
と
し
て
は
、

消
費
税
率
引
上
げ
に
係
る
低
所
得

−抜粋−

者
に
対
す
る
影
響
緩
和
措
置
と
し

て
の
「
臨
時
福
祉
給
付
金
」、ま
た
、

子
育
て
世
帯
へ
の
影
響
緩
和
措
置

と
し
て
の
「
子
育
て
世
帯
臨
時
特

例
給
付
金
」
が
新
た
に
加
わ
っ
た

と
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

主
な
質
疑
に
つ
い
て
申
し
上
げ

ま
す
。
災
害
時
の
避
難
行
動
要
支

援
者
名
簿
に
は
、
障
害
者
は
全
て

掲
載
さ
れ
る
の
か
と
の
質
疑
に
対

し
、
一
定
の
基
準
を
設
け
て
作
成

予
定
で
あ
り
、
基
準
に
よ
り
掲
載

さ
れ
な
い
方
は
、
申
請
に
よ
り
掲

載
で
き
る
よ
う
に
な
る
と
の
説
明

が
あ
り
ま
し
た
。

　

前
年
度
に
対
し
、
１
，２
３
２

万
９
千
円
減
の
３
億
２
，２
０
１

万
５
千
円
が
計
上
さ
れ
て
お
り
ま

す
。

　

減
額
の
主
な
要
因
は
、
佐
敷
東

の
城
跡
航
空
レ
ー
ザ
ー
測
量
の

事
業
終
了
に
伴
う
委
託
料
の
減
に

よ
る
も
の
と
の
説
明
が
あ
り
ま
し

た
。

　

新
規
と
し
て
、
町
民
講
座
に
、

ヨ
ガ
及
び
絵
手
紙
教
室
を
開
設
す

る
と
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。
ま

防犯カメラ(佐敷中学校)

議
案
第
４
号
「
平
成
26
年
度

芦
北
町
一
般
会
計
予
算
」

議
案
第
９
号
「
平
成
26
年
度
芦
北
町

生
活
排
水
処
理
事
業
特
別
会
計
予
算
」

議
案
第
10
号
「
平
成
26
度
芦
北

町
有
温
泉
事
業
特
別
会
計
予
算
」

議
案
第
13
号
「
平
成
26
年
度

芦
北
町
水
道
事
業
会
計
予
算
」

【
教
育
課
】

【
福
祉
課
】

【
生
涯
学
習
課
】
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連合審査会

予
算
・
決
算
の連合

審
査

　

毎
年
３
月
議
会
で
は
、
当

初
予
算
の
審
査
、
９
月
議
会

で
は
前
年
度
の
決
算
審
査
を

実
施
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
の
審
査
は
、
各

常
任
委
員
会(

総
務
・
建
設
経

済
・
文
教
厚
生)

ご
と
に
実
施

し
て
い
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
総
務
常
任
委
員

会
所
管
の
歳
入(

主
に
町
税
、

交
付
税
、
町
債)

は
主
要
財
源

で
あ
り
、
他
の
委
員
会(

議

員)

の
関
心
も
高
く
、
連
合

(

全
員)

で
審
査
す
る
こ
と
が

望
ま
し
い
と
い
う
観
点
な
ど

に
よ
り
、
平
成
26
年
度
当
初

予
算
の
審
査
か
ら
、
歳
入
の

審
査
を
３
委
員
会
連
合
で
実

施
し
ま
し
た
。

た
、
文
化
振
興
事
業
で
は
、
葦
北

鉄
砲
隊
の
創
隊
10
周
年
事
業
と
し

て
開
催
予
定
の
火
縄
銃
サ
ミ
ッ
ト

に
対
し
、
開
催
費
用
の
一
部
を
補

助
す
る
予
算
を
計
上
し
た
と
の
説

明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

主
な
質
疑
に
つ
い
て
申
し
上
げ

ま
す
。
放
課
後
子
ど
も
教
室
の

実
施
校
と
参
加
者
数
の
質
疑
に
対

し
、
佐
敷
小
学
校
と
湯
浦
小
学
校

の
２
校
で
実
施
し
て
お
り
、
参
加

者
数
は
、
佐
敷
小
学
校
が
30
名
、

湯
浦
小
学
校
が
32
名
と
の
答
弁
が

あ
り
ま
し
た
。

　

予
算
計
上
額
は
人
件
費
を
除
い

て
16
億
２
，８
８
１
万
６
千
円
で

前
年
度
に
対
し
、
１
，４
２
１
万

７
千
円
の
増
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

増
額
の
主
な
要
因
と
し
て
は
、

後
期
高
齢
者
医
療
事
業
に
か
か
る

療
養
給
付
費
負
担
金
及
び
低
所
得

者
の
保
険
料
軽
減
に
伴
う
基
盤
安

定
繰
出
金
の
増
と
の
説
明
が
あ
り

ま
し
た
。

　
「
町
民
の
健
康
づ
く
り
の
推
進
」

を
本
年
度
の
最
重
要
課
題
と
し

て
、
各
種
事
業
の
推
進
及
び
展
開

を
図
っ
て
行
く
と
の
説
明
が
あ
り

ま
し
た
。

　

ま
た
、
平
成
27
年
度
か
ら
平
成

29
年
度
ま
で
の
３
年
間
を
計
画

期
間
と
し
て
い
る
「
芦
北
町
健
康

づ
く
り
推
進
計
画
」
策
定
に
向
け

て
芦
北
町
健
康
づ
く
り
推
進
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
部
会
に
お
い
て
議
論

し
、
計
画
に
反
映
し
た
い
と
の
説

明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

質
疑
の
主
な
も
の
を
申
し
上
げ

ま
す
と
、
水
俣
病
発
生
地
域
高
齢

者
等
在
宅
支
援
事
業
の
内
容
と
地

域
に
つ
い
て
の
質
疑
で
は
、
日
常

生
活
の
行
動
能
力
等
向
上
事
業
及

び
生
き
が
い
づ
く
り
支
援
事
業
な

ど
で
、
平
成
26
年
度
は
大
字
女
島

の
範
囲
で
事
業
展
開
の
予
定
と
の

答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
子
宮
頸
が
ん
予
防
ワ
ク

チ
ン
接
種
は
健
康
被
害
の
問
題
が

あ
る
が
、
本
町
の
実
態
は
ど
う
か

と
の
質
疑
に
対
し
、
被
害
報
告
は
、

１
件
も
な
い
と
の
答
弁
が
あ
り
ま

し
た
。

　

以
上
、
質
疑
終
了
後
は
、
討
論

も
な
く
、
当
委
員
会
に
係
る
議
案

第
４
号
「
平
成
26
年
度
芦
北
町
一

般
会
計
予
算
」
に
つ
い
て
は
、
全

会
一
致
で
原
案
の
と
お
り
可
決
す

べ
き
も
の
と
決
し
ま
し
た
。

　

事
業
勘
定
に
つ
い
て
は
、
予
算

計
上
額
は
35
億
１
，７
６
０
万
円

で
、
前
年
度
よ
り
１
億
１
，５
８

０
万
円
の
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

増
額
の
主
な
要
因
と
し
て
は
、

【
住
民
生
活
課
】

議
案
第
５
号
「
平
成
26
年
度
芦
北
町

国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会
計
予
算
」

一
般
被
保
険
者
に
係
る
医
療
費
と

退
職
被
保
険
者
に
係
る
医
療
費
の

増
に
よ
る
も
の
と
の
説
明
が
あ
り

ま
し
た
。

　

直
診
勘
定
に
つ
い
て
は
、
予
算

計
上
額
は
５
，２
９
０
万
円
で
前

年
度
よ
り
６
７
０
万
円
の
減
と

な
っ
て
い
ま
す
。
減
額
の
要
因
は
、

職
員
の
定
年
退
職
に
よ
る
人
件
費

の
減
に
よ
る
も
の
と
の
説
明
が
あ

り
ま
し
た
。

　

説
明
後
は
、
質
疑
・
討
論
も
な

く
、
議
案
第
５
号
に
つ
い
て
は
、

全
会
一
致
で
原
案
の
と
お
り
可
決

す
べ
き
も
の
と
決
し
ま
し
た
。

　

予
算
計
上
額
は
、
20
億
８
，２

７
０
万
円
で
前
年
度
に
対
し
、
３

６
０
万
円
の
減
と
な
っ
て
お
り
ま

す
。
減
額
の
主
な
要
因
と
し
て
は
、

要
介
護
者
の
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ

ス
、
施
設
介
護
サ
ー
ビ
ス
給
付
費

等
の
減
に
よ
る
も
の
と
の
説
明
が

あ
り
ま
し
た
。

　

説
明
後
は
、
質
疑
・
討
論
も
な

く
、
議
案
第
６
号
に
つ
い
て
は
、

全
会
一
致
で
原
案
の
と
お
り
可
決

す
べ
き
も
の
と
決
し
ま
し
た
。

　

予
算
計
上
額
は
、３
，１
７
０
万

円
で
貸
付
申
請
者
の
増
加
に
よ
り

前
年
度
に
対
し
１
０
０
万
円
の
増

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

主
な
質
疑
を
申
し
上
げ
ま
す

と
、
滞
納
者
の
現
状
に
つ
い
て
の

質
疑
に
対
し
、
現
在
22
名
の
滞
納

者
が
お
り
、
保
護
者
、
連
帯
保
証

人
と
連
絡
を
と
り
滞
納
整
理
を
進

め
て
い
る
と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し

た
。

　

質
疑
終
了
後
は
、
討
論
も
な
く
、

議
案
第
11
号
に
つ
い
て
は
、
全
会

一
致
で
原
案
の
と
お
り
可
決
す
べ

き
も
の
と
決
し
ま
し
た
。

　

予
算
計
上
額
は
、
２
億
６
，５

８
０
万
円
で
、
低
所
得
者
に
対
す

る
保
険
料
軽
減
分
の
増
な
ど
に
よ

り
、
前
年
度
に
対
し
２
４
０
万
円

の
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

説
明
後
は
、
質
疑
・
討
論
も
な

く
、
議
案
第
12
号
に
つ
い
て
は
、

全
会
一
致
で
原
案
の
と
お
り
可
決

す
べ
き
も
の
と
決
し
ま
し
た
。

　

以
上
で
、
文
教
厚
生
常
任
委
員

会
に
付
託
さ
れ
ま
し
た
議
案
の
審

査
経
過
と
結
果
の
報
告
を
終
わ
り

ま
す
。

議
案
第
６
号
「
平
成
26
年
度
芦
北

町
介
護
保
険
事
業
特
別
会
計
予
算
」

議
案
第
11
号
「
平
成
26
年
度
芦
北
町

奨
学
資
金
貸
付
事
業
特
別
会
計
予
算
」

議
案
第
12
号
「
平
成
26
年
度
芦
北
町
後

期
高
齢
者
医
療
事
業
特
別
会
計
予
算
」
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坂本議員

瀬戸石ダムの
水利権許可に伴う問題は！

知
事
は
、
電
源
開
発
の
水
利

権
更
新
に
対
し
、
４
点
の
附
帯
意

見
を
付
け
た
が
、
こ
れ
に
つ
い
て

町
長
の
認
識
は
。

町　

長

　

一
つ
が
地
域
の
生
活
環
境
・
自

然
環
境
へ
の
配
慮
に
つ
い
て
、
二

つ
目
が
水
産
振
興
、
流
域
の
農
業

振
興
に
つ
い
て
、
三
つ
目
が
河
川

の
治
水
面
で
の
安
全
対
策
に
つ
い

て
、
四
つ
目
が
地
域
か
ら
の
要
望
・

意
見
に
対
す
る
配
慮
、
対
応
に
つ

い
て
で
あ
り
、
総
合
的
に
配
慮
さ

れ
た
意
見
と
し
て
認
識
を
し
て
い

る
。

電
源
開
発
に
対
し
て
、
堆
積

土
砂
の
除
去
を
町
と
し
て
も
求
め

る
べ
き
で
は
な
い
か
。

町　

長

　

国
交
省
に
対
し
て
、
電
源
開
発

に
指
導
す
る
よ
う
既
に
要
請
を
し

て
い
る
。
電
源
開
発
か
ら
、
堆
積

土
砂
の
除
去
計
画
な
ど
、
今
後
の

対
応
に
つ
い
て
説
明
が
あ
っ
た
。

県
営
荒
瀬
ダ
ム
は
撤
去
さ

れ
る
が
、
瀬
戸
石
ダ
ム
に
よ
っ
て

ア
ユ
の
遡
上
に
悪
影
響
が
あ
る
の

で
、
電
源
開
発
に
対
し
、
稚
ア
ユ

の
放
流
事
業
に
補
償
を
申
し
入
れ

て
は
ど
う
か
。

企
画
財
政
課
長

　

電
源
開
発
と
球
磨
川
漁
協
が
諸

問
題
に
つ
い
て
話
し
合
い
を
始
め

て
お
り
、
今
後
の
動
向
を
見
守
り

た
い
と
考
え
て
い
る
。

介
護
保
険
料
の
現
状
を
ど
の

よ
う
に
認
識
し
て
い
る
か
。
ま
た
、

低
所
得
者
の
保
険
料
負
担
を
少
し

で
も
軽
く
す
る
考
え
は
な
い
か
。

町　

長

　

県
内
45
市
町
村
の
中
で
安
い
ほ

う
か
ら
９
番
目
で
あ
る
と
い
う
事

実
を
承
知
し
て
い
る
。
ま
た
、
低

所
得
の
皆
様
の
負
担
軽
減
に
つ
い

て
も
、
十
分
配
慮
し
て
い
る
。

住
民
生
活
課
長

　

ニ
ー
ズ
調
査
の
結
果
や
有
識
者

な
ど
各
分
野
の
代
表
15
人
で
構
成

さ
れ
る
芦
北
町
老
人
保
健
福
祉
計

画
・
介
護
保
険
事
業
計
画
運
営
調

整
委
員
会
の
議
論
を
町
民
の
声
と

し
て
受
け
止
め
、
保
険
料
と
サ
ー

ビ
ス
と
の
バ
ラ
ン
ス
や
負
担
感
な

ど
、
総
合
的
な
判
断
の
も
と
に
、

現
行
の
保
険
料
額
を
決
定
し
て
い

る
。

水
俣
病
被
害
者
の
多
発
に
よ

り
、
町
民
の
中
に
は
国
民
健
康
保

険
税
が
高
く
な
る
の
で
は
な
い
か

と
い
う
声
が
あ
る
。
平
成
24
年
度

分
の
１
人
当
た
り
の
医
療
費
、
１

世
帯
当
た
り
の
国
民
健
康
保
険

税
、
１
人
当
た
り
の
国
民
健
康
保

険
税
は
い
く
ら
か
。

　

ま
た
、
県
下
各
自
治
体
と
比
較

し
て
、
そ
の
順
位
は
ど
の
よ
う
に

な
っ
て
い
る
か
。

住
民
生
活
課
長

　

平
成
24
年
度
１
人
当
た
り
の
医

療
費
は
、
年
額
４
７
万
９
，７
１

７
円
、
１
世
帯
当
た
り
の
国
民
健

康
保
険
税
は
、
年
額
１
０
万
８
，

１
４
３
円
で
あ
る
。

　

ま
た
、
１
人
当
た
り
医
療
費
は

県
内
で
高
い
ほ
う
か
ら
２
番
目
、

被
保
険
者
１
人
当
た
り
の
国
民
健

康
保
険
税
は
年
額
６
万
１
，６
６

５
円
と
な
っ
て
お
り
、
県
内
で
安

い
ほ
う
か
ら
２
番
目
と
な
っ
て
い

る
。

水
俣
病
関
係
各
種
手
帳
の

保
持
者
も
増
え
、
当
然
、
医
療
費

も
年
々
増
加
し
て
い
る
。
国
民
健

康
保
険
事
業
へ
の
水
俣
病
認
定
申

請
に
関
わ
る
財
政
負
担
増
加
額
推

移
、
水
俣
病
に
関
わ
る
特
別
調
整

交
付
金
の
推
移
は
ど
う
な
っ
て
い

る
か
。住

民
生
活
課
長

　

平
成
21
年
度
か
ら
平
成
24
年
度

に
か
け
て
水
俣
病
に
係
る
医
療
費

は
、
12
・
35
％
増
加
し
て
い
る
。

ま
た
、
特
別
調
整
交
付
金
も
医
療

費
の
増
加
に
あ
わ
せ
て
増
加
し
て

い
る
。今

後
も
水
俣
病
被
害
者
に
関

わ
る
医
療
費
の
国
民
健
康
保
険
町

負
担
分
が
生
じ
な
い
よ
う
に
、
現

在
の
国
の
負
担
15
分
の
９
を
15
分

の
12
に
す
る
よ
う
に
、
こ
れ
ま
で

ど
お
り
粘
り
強
く
国
と
交
渉
し
て

い
た
だ
き
た
い
。

町　

長

　

長
い
時
間
を
か
け
て
、
関
係
省

庁
に
粘
り
強
く
働
き
か
け
を
こ
れ

ま
で
展
開
し
て
き
た
。
そ
の
結
果
、

国
の
特
別
調
整
交
付
金
の
割
合
が

上
が
っ
て
き
た
。
今
後
も
強
く
働

き
か
け
て
い
き
た
い
。

介
護
保
険
料
の
現
状
は

国
民
健
康
保
険
事
業
と

水
俣
病
と
の
関
連
は

質質

質

質

質

質

質 答答

答答答

答

答答

一 般 質 問（抜粋）
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川尻議員

一 般 質 問（抜粋）

本町非正規(嘱託･臨時)職員の
雇用実態と問題点を問う！

本
町
役
場
に
お
け
る
非
正
規

職
員
の
雇
用
の
実
態
を
ど
う
認
識

し
、
ま
た
、
ど
う
対
応
し
て
い
る

の
か
。町　

長

　

非
正
規
職
員
に
つ
い
て
は
、
行

政
ニ
ー
ズ
が
多
様
化
し
て
い
る

中
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
低
下
を
招

く
こ
と
が
な
い
よ
う
、
必
要
に
応

じ
て
臨
時
的
、
補
助
的
に
、
適
切

な
対
応
を
し
て
い
る
。

非
正
規
職
員
と
し
て
10
年

以
上
任
用
し
て
い
る
自
治
体
の
中

に
、
本
町
も
入
っ
て
い
る
が
、
雇

用
体
制
や
待
遇
面
に
改
善
が
必
要

と
思
う
が
。

総
務
課
長

　

社
会
情
勢
の
変
化
等
を
勘
案
し

な
が
ら
適
宜
取
り
組
ん
で
い
き
た

い
。
10
年
以
上
の
長
期
的
な
雇
用

に
つ
い
て
は
、
地
方
公
務
員
法
に

基
づ
く
任
用
と
な
る
嘱
託
職
員
及

び
臨
時
職
員
に
つ
い
て
は
適
用
除

外
と
さ
れ
て
い
る
。

　

ま
た
、
待
遇
面
で
は
、
報
酬
及

び
賃
金
を
平
成
26
年
４
月
か
ら
一

部
見
直
し
を
予
定
し
て
お
り
、
保

険
関
係
は
、
適
正
な
対
応
を
行
っ

て
い
る
。

町
内
小
中
学
校
の
非
正
規
職

員
の
実
態
を
ど
の
よ
う
に
把
握
し

て
い
る
の
か
。

教
育
課
長

　

町
が
雇
用
し
て
い
る
非
正
規
職

員
に
つ
い
て
は
、
特
に
支
援
を
必

要
と
す
る
児
童
生
徒
に
対
し
、
授

業
中
な
ど
の
支
援
員
12
人
、
不
登

校
対
策
支
援
員
３
人
、
学
校
内
の

庶
務
に
従
事
す
る
学
校
校
務
員
10

人
を
任
用
し
て
い
る
。
合
計
の
25

人
と
な
っ
て
い
る
。

　

教
員
の
非
正
規
職
員
に
つ
い
て

は
、
県
教
育
委
員
会
で
臨
時
講
師
等

を
任
用
し
て
お
り
、平
成
25
年
度
は
、

臨
時
教
員
が
19
人
、
そ
れ
以
外
に

臨
時
的
補
員
と
し
て
非
常
勤
の
先

生
が
３
人
雇
用
さ
れ
て
い
る
。

教
職
員
の
非
正
規
職
員
に
つ

い
て
、
芦
北
教
育
事
務
所
へ
の
改

善
要
望
等
の
必
要
は
な
い
の
か
。

教
育
課
長

　

県
の
非
正
規
教
職
員
に
つ
い
て

は
、
原
則
と
し
て
正
規
職
員
の
例

に
よ
る
と
い
う
こ
と
で
、
労
働
条

件
等
に
つ
い
て
は
問
題
が
な
い
と

認
識
し
て
お
り
、
そ
の
必
要
は
な

い
と
判
断
を
し
て
い
る
。

平
成
６
年
度
引
き
継
が
れ
た

当
初
の
地
方
債
残
高
は
60
億
４
，

７
０
０
万
円
で
、
25
年
度
末
の
地

方
債
残
高
の
見
込
み
は
１
０
６
億

６
，７
０
０
万
円
あ
ま
り
と
記
さ

れ
て
い
る
。
こ
れ
は
事
業
等
の
成

果
も
あ
ろ
う
と
は
思
う
が
、
今
後

３
年
間
、
竹
﨑
町
長
任
期
中
で

の
元
利
償
還
計
画
は
ど
の
よ
う
に

な
っ
て
い
る
の
か
。
ま
た
、
町
債

の
毎
年
借
り
入
れ
る
額
と
償
還
額

の
見
通
し
を
示
し
て
ほ
し
い
。

企
画
財
政
課
長

　

現
在
、
起
債
借
入
の
シ
ー
リ
ン

グ
と
し
て
い
る
臨
時
財
政
対
策

債
を
除
く
10
億
円
を
各
年
度
の
借

入
予
定
額
と
し
て
お
り
、
今
後
３

年
間
の
元
利
償
還
計
画
に
つ
い
て

は
、
起
債
借
入
予
定
額
を
基
に
す

る
と
、
各
年
約
12
億
円
程
度
と
試

算
を
し
て
い
る
。

合
併
前
ま
で
の
間
の
起
債

の
ふ
く
れ
あ
が
り
は
ど
ん
な
も
の

だ
っ
た
の
か
と
思
う
が
、
起
債
が

60
億
円
か
ら
１
０
０
億
円
に
な
っ

た
原
因
は
何
か
。

町　

長

　

合
併
前
と
合
併
後
増
え
た
の

は
、
合
併
し
た
か
ら
で
あ
る
。
借

金
も
あ
る
し
、
基
金
も
あ
る
が
、

そ
ん
な
の
を
合
算
す
る
の
で
、
必

然
、
増
え
る
と
い
う
こ
と
で
あ

る
。
そ
れ
と
、
新
町
建
設
計
画
を

議
会
で
も
認
め
て
い
た
だ
い
た

が
、
そ
の
計
画
に
基
づ
い
て
、
起

債
の
計
画
も
立
て
、
い
わ
ゆ
る
事

業
量
も
増
え
て
き
た
わ
け
で
、
そ

う
い
う
こ
と
が
い
え
る
と
思
う
。

３
年
後
、
地
方
債
の
残
高
は

だ
い
た
い
１
０
０
億
円
以
下
に
な

ら
な
い
の
か
、
ど
ん
な
見
通
し
か
。

企
画
財
政
課
長

　

10
億
円
の
シ
ー
リ
ン
グ
を
か
け

て
起
債
を
借
り
て
い
く
と
い
う
こ

と
で
、
徐
々
に
下
が
っ
て
く
る
と

見
通
し
て
い
る
。

返
す
分(

元
利
償
還
金)

の
中

に
、
ど
れ
く
ら
い
交
付
税
措
置
分

が
含
ま
れ
て
い
る
の
か
。

企
画
財
政
課
長

　

起
債
の
元
利
償
還
額
が
だ
い
た

い
12
億
３
，８
０
０
万
円
ほ
ど
と

予
定
を
し
て
お
り
、
こ
れ
に
対
す

る
交
付
税
措
置
に
つ
い
て
は
、
９

億
１
，５
０
０
万
円
、
起
債
償
還

額
の
だ
い
た
い
74
・
５
パ
ー
セ
ン

ト
を
試
算
し
て
い
る
。

地
方
債
の
見
通
し
は

質

質

質

質

質

質質

質 答

答答

答

答答

答

答
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１月２４日

２９日

２９日

３０日

３０日

２月　６日

１８日

２０日

２５日

２５日

２５日

２５日

３月　３日

１３日

１４日

１７日

２０日

３０日

４月　７日

福島県石川地方町村議会議長会視察研修来町

議会運営委員会

広報特別委員会

熊本県市町村振興協会第３回理事会(熊本市)

熊本県町村議会議長会第５回理事会(熊本市)

鹿児島県阿久根市議会視察研修来町

熊本県町村議会議長会定期総会(熊本市)

熊本県後期高齢者医療広域連合議会定例会(熊本市)

議会運営委員会

総務常任委員会

建設経済常任委員会

文教厚生常任委員会

議会定例会(議案審議)

議会定例会(一般質問)

議会定例会(議案審議)

水俣芦北広域行政事務組合議会定例会

水俣・芦北地域振興財団第９回定期理事会

芦北町議会議員一般選挙(投・開票)

議会臨時会(改選後の初議会)

議 会 の う ご き

次の議会は６月中旬の予定です｡

　

こ
の
度
、
議
会
広
報
特
別
委
員
会
の
新
委
員
６
人
が
決

ま
り
ま
し
た
。

　

議
会
だ
よ
り
「
う
た
せ
」
は
一
年
に
４
回
、
定
例
議

会
・
臨
時
議
会
・
各
委
員
会
の
内
容
等
に
つ
い
て
、
皆
様

に
親
し
ん
で
い
た
だ
け
る
よ
う
委
員
全
員
で
力
を
合
わ
せ

編
集
し
ま
す
。

　

私
達
の
仕
事
は
、
第
37
号
か
ら
の
編
集
で
す
。
こ
の
紙

面
作
成
に
当
た
り
、
編
集
会
議
を
開
き
紙
面
の
担
当
を
決

め
、
原
稿
を
書
き
、
校
正
を
何
回
も
繰
り
返
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
紙
面
の
中
に
は
専
門
用
語
も
多
く
出
て
き
ま
す

が
、
で
き
る
限
り
分
か
り
や
す
く
す
る
た
め
、
表
や
写
真

な
ど
を
多
く
入
れ
、
全
ペ
ー
ジ
を
カ
ラ
ー
で
印
刷
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
の
で
、
関
心
を
持
っ
て
読
ん
で
い
た
だ

け
れ
ば
幸
い
で
す
。 

(

宮
内)

　

２
月
６
日
に
鹿
児
島
県
阿
久

根
市
議
会
の
皆
さ
ん
が
行
政
視

察
の
た
め
訪
問
さ
れ
、
藤
井
議

長
が
対
応
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
視
察
は
、｢

交
流
人

口
増
加
対
策
に
つ
い
て｣｢

御
立

岬
公
園(
海
釣
り
ラ
ン
ド)

に
つ

い
て｣
の
研
修
で
、
Ｄ
Ｖ
Ｄ
に

よ
る
町
紹
介
の
後
、
企
画
財
政

課
と
商
工
観
光
課
の
担
当
職
員

が
説
明
し
、
熱
心
に
質
疑
応
答

が
お
こ
な
わ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
御
立
岬
公
園
海
釣
り

ラ
ン
ド
の
現
地
を
視
察
さ
れ
ま

し
た
。

鹿児島県阿久根市議会
視察来町

鹿児島県阿久根市議会
視察来町

委
員
長　

宮
内　

道
則

(

前
列
中)

副
委
員
長　

平
松　

洋
一

(

前
列
左)

委　
　

員　

宮
尾　

秀
行

(

前
列
右)

　
　
〃　　
　

前
田　

徹
一

(

後
列
左)

　
　
〃　　
　

白
坂　

康
浩

(

後
列
中)

　
　
〃　　
　

荒
川　

知
章

(

後
列
右)

　芦北町議会議員の改選により、４月から広
報特別委員会も新メンバーになりました。
　議会の活動や審議内容を広く町民にお知ら
せするために、広報紙を発行いたします。

新メンバーでがんばります新メンバーでがんばります


